令和４年度民間国際活動団体助成金交付要綱
（趣旨）
第１条　公益財団法人青森県国際交流協会（以下「協会」という。）は、国際交流・国際協力活動を行う民間の団体（以下「団体」という。）を支援するため、令和３年度予算の範囲内において民間国際活動団体助成金（以下「助成金」という。）を交付するものとし、その交付については、この要綱の定めるところによる。
（対象団体）
第２条　助成金の交付の対象となる団体は、次の要件をすべて満たすものとする。

（1）団体の所在地が青森県内にあること
（2）任意団体又は営利を主たる目的としない団体であること

（3）政治的及び宗教的活動を目的としない団体であること

（4）連絡先、責任者等が明確であり、活動の遂行能力、資金の管理能力等を有する団体であること

（5）原則として、前年度、協会から助成金の交付を受けていないこと
（対象事業）
第３条　助成金の交付の対象となる事業は、令和４年度に着手し、完了する事業であり、おおむね次に掲げる事業とし、地域振興に資すると認められるものとする。

（1）在住外国人の支援に関する事業

（2）開発途上国の人々の生活向上などを目的とした国際協力に関する事業

（3）国際友好親善及び国際理解を促進する事業

（4）その他協会が国際交流・国際協力活動として認める事業
（助成金の額）
第４条　助成金の額は、原則として、１団体、単年度の実施事業につき、事業費総額の２分の１（千円未満切捨て）又は１０万円のいずれか少ない金額とする。
（助成の対象経費）
第５条　助成金交付の対象経費は、事業の実施に直接必要な経費のうち、次の表に掲げる経費とする。
	経　費　区　分
	経　費　の　内　容

	①謝金・賃金
	・講師、専門家への謝金及び非常勤スタッフ・アルバイトへ
の賃金

	②物品・資材購入費
	・機材、資材、書籍、材料費等の購入費（図書については
１万円未満、その他機材等については２万円未満のものに
限る。）

	③借損料・役務費
	・会場費：講座・イベント時に使用する会場の借上料、
会議等開催に要する機材借料及び看板設置等設営費
・車両借料：車両借料、ガソリン代等
・機械等の借料：事業実施に必要な機器のリース及びレン
タル料
・物品等の運搬費：資材の郵送等の経費（人の移動に係る
ものは除く。）
・通訳料・翻訳料
・印刷費：ポスター、チラシ、報告書作成に係る印刷製本
費等

	④事務管理費
	・事務用品費：消耗品文具類、コピー代、フィルム代等
・通信費：電話代、ファックス、切手、はがき等
・手数料：振込手数料等


（交付申請）
第６条　助成金の交付を受けようとする団体は、助成金交付申請書（第１号様式）を、別に定める期日までに協会に提出しなければならない。
（交付内定）
第７条　協会は、前条の申請書の提出があった場合は、当該申請書の内容を審査し、別に定める民間国際活動団体助成事業選考委員会（以下「選考委員会」という。）に諮ったうえ、助成金を交付することが適当であると認められるときは、助成申請者に対して助成金交付内定書（第２号様式）により通知するものとする。
（助成金の交付）
第８条　助成金交付内定書を交付された団体（以下「助成団体」という。）は、助成金の支払いを受けようとする場合、支払請求書（第３号様式）を協会に提出しなければならない。
２　協会は、前項の請求書の提出があった場合は、助成金交付決定・支払通知書（第４号様式）により通知するとともに助成金を支払うものとする。
（事業計画の変更・中止の承認）
第９条　助成団体は、助成決定を受けた事業内容に変更若しくは中止の事由が生じたときは、速やかに事業計画（変更・中止）承認申請書（第６号様式）を協会に提出し、承認を受けなければならない。ただし、その変更が軽微なものについてはこの限りではない。
２　協会は、前項の承認を行う場合、助成金の額の変更を伴うときは、併せて、その変更の決定を行うものとする。
（実績報告書）

第10条　助成団体は、助成事業が完了したときは、その日から起算して３０日以内、又は事業年度終了後の４月５日のいずれか早い時期までに、助成金を使用したことを証する書類の写しを添えて、実績報告書（第５号様式）を協会に提出しなければならない。

（交付決定の取消し及び助成金の返還）

第11条　協会は、助成団体が次の（1）から（4）のいずれかに該当する場合は、当該助成金の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。

（1）助成対象事業を実施しないとき

（2）助成対象事業を中止し、又は完了する見込みがないとき

（3）助成対象事業の内容を第9条の承認を受けないで変更したとき

（4）助成金を助成の目的以外に使用するなど、不正が認められたとき

２　前項各号に該当する場合、協会は、助成金の全部、又は一部の返還を求めることができるものとする。
（報告の徴収及び調査）

第12条　協会は、助成にかかる事業の適正な運営を図るため必要があるときは、助成団体に対して、随時、その助成事業及び会計等について報告を求め、又は調査することができる。

　（補則）

第13条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
（第１号様式）
令和４年度民間国際活動団体助成金交付申請書
令和　　年　　月　　日
公益財団法人青森県国際交流協会長　殿
所　 在 　地
申請者　団 　体 　名
代表者職氏名
　令和４年度民間国際活動団体助成金交付要綱第６条の規定により、下記のとおり申請します。
記
1 事業名
　　　　　
2　事業の目的
　　　　　
3　事業計画　　　別紙（1）のとおり
4　事業に要する総事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
5　助成を受けようとする金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
6　総事業費の内訳　　　別紙（2）のとおり
7　実績報告書提出予定年月日　　　令和　　年　　月　　日
8 申請団体概要
（1）活動理念、方針、目的など（注）
（2）これまでの主な活動内容
9 本件に関する連絡先、担当者
　住所：〒
　電話番号：　　　　　　　　　　　　　　FAX番号：
　Eメール：
(注)　上記8（1）について、申請団体の規約等を定めている場合は規約等を添付することにより、省略することができる。
（第1号様式）別紙（1）
	事　業　計　画　書

	1
	事業名
	

	2
	事業実施時期
（開始・終了予定）
	

	3
	事業実施場所
	

	4
	参加予定人数
	

	
	うち外国人
	

	5
	実施事業の概要
	交付要綱第3条（該当する事業の番号を○で囲んでください。）
1 在住外国人の支援に関する事業
2 開発途上国の人々の生活向上などを目的とした国際協力に関
する事業
3 国際友好親善及び国際理解を促進する事業
4 その他の事業（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	6
	次年度以降の活動方針など
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	7
	助成の必要性
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


注1． 各項目はそれぞれわかりやすいように簡潔に御記入ください。
注2． 事業の企画書やパンフレット等がございましたら添付してください。
（第1号様式）別紙（2）
総事業費の内訳　
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	科　　　目
	予　算　額
	摘　　　要

	協会助成金
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	合計
	円
	


※各国際交流団体、個人等が自己負担し拠出する場合、またその他の助成金等を受けている場合は、その旨を必ず明記（内訳の明記等）してください。
（支出の部）
	科　　　目
	予　算　額
	摘　　　要

	①謝金・賃金　　　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	②物品・資材購入費　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	③借損料・役務費　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	④事務管理費　　　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	⑤その他(対象経費以外の経費)　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	合計（①～⑤）
	円
	


（第２号様式）
青国協第　　　　　　号
令和　　年　　月　　日
　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人青森県国際交流協会
　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　石　田　　憲　久　　　
令和４年度民間国際活動団体助成金交付内定書
　令和　　年　　月　　日付けで申請のあった標記助成金については、令和４年度民間国際活動団体助成金交付要綱第７条の規定により、下記のとおり交付することに内定しました。
記
1 事業名
　　　　

2 内定額
　　　　

3 その他
　　　　

（第３号様式）
令和４年度民間国際活動団体助成金支払請求書
令和　　年　　月　　日
公益財団法人青森県国際交流協会長　殿
所　 在　 地
助成団体
団　 体　 名
代表者職氏名
　　（申請書と同一印鑑）
　令和　　年　　月　　日付け青国協第　　号で交付内定通知を受けた令和４年度民間国際活動団体助成金を下記のとおり請求します。
記
1 請求金額　　　　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

2 受取金融機関、支店名　　　

3 預金種目　　　　　　　　　

4 口座番号　　　　　　　　　

5 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 9(ふり),口座)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 9(がな),名義)
（申請団体と同一名義）　　 

※口座名義のふりがなを忘れずに記入してください。
なお、請求書の提出は事業年度開始後にお願いします。

提出期間：令和　　年　　月　　日（　　）～令和　　年　　月　　日（　　）
（第４号様式）
青国協第　　　　　　号
令和　　年　　月　　日
公益財団法人青森県国際交流協会長　殿
　　　　　　　　　
令和４年度民間国際活動団体助成金交付決定・支払通知書
　令和　　年　　月　　日付けで申請のあった標記助成金については、令和４年度民間国際活動団体助成金交付要綱第８条の規定により、下記のとおり交付することに決定し、銀行振込により支払いますので通知します。
記
1　事業名
　　　　

2　決定額
　　　　

3　その他
　　　　

※チラシ、ポスター、パンフレット等を作成する場合は、『(公財)青森県国際交流協会助成事業』と記載してください。
（第５号様式）
令和４年度民間国際活動団体助成金実績報告書
令和　　年　　月　　日
公益財団法人青森県国際交流協会長　殿
所 　在 　地
助成団体
団 　体　 名
代表者職氏名
（申請書と同一印鑑）
　令和　　年　　月　　日付け青国協第　　号で交付決定された事業について、令和４年度民間国際活動団体助成金交付要綱第１０条の規定により下記のとおり報告します。
記
1 事業名　　　　
2　事業内容　　　　　　　別紙（1）、（2）のとおり
3　事業着手年月日　　　　令和　　年　　月　　日
4　事業完了年月日　　　　令和　　年　　月　　日
5　総事業費支出実績金額（A）　　　　　　　　　円（当初予算額　　　　　　　　　　円）

　うち助成金額（B）　　　　　　　　　　　円

※（B）÷（A）≦ 50％
（第５号様式）別紙（1）
	事　業　報　告　書

	1
	事業名
	

	2
	事業実施時期
	

	3
	事業実施場所
	

	4
	参加人数
	

	
	うち外国人
	

	5
	実施事業の概要
	交付要綱第3条（該当する事業の番号を○で囲んでください。）
1 在住外国人の支援に関する事業
2 開発途上国の人々の生活向上などを目的とした国際協力に関す
る事業
3 国際友好親善及び国際理解を促進する事業
4 その他の事業（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	6
	事業実施の効果
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	7
	その他（今後の活動等について）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


注1． 各項目はそれぞれわかりやすいように簡潔にご記入ください。
注2． 参考資料（新聞記事、写真などの事業実施の状況がわかる資料）がございましたら添付してください。
（第５号様式）別紙（2）
総事業費の内訳　
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	科　　　目
	実　績　額
	摘　　　要

	協会助成金
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	計
	円
	


※各国際交流団体、個人等が自己負担し拠出した場合、またその他の助成金等を受けた場合は、その旨を必ず明記（内訳の明記等）してください。
（支出の部）
	科　　　目
	実　績　額
	摘　　　要

	①謝金・賃金　　　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	②物品・資材購入費　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	③借損料・役務費　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	④事務管理費　　　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	⑤その他(対象経費以外の経費)　計
	円
	

	内訳
	
	

	内訳
	
	

	合計（①～⑤）
	円
	


（第６号様式）
令和４年度民間国際活動団体助成金事業計画（変更・中止）承認申請書
令和　　年　　月　　日
公益財団法人青森県国際交流協会長　殿
所　 在　 地
助成団体
団　 体　 名
代表者職氏名
　令和　　年　　月　　日付け青国協第　　号で交付決定通知を受けた令和４年度民間国際活動団体助成金事業を、下記のとおり（変更・中止）したいので承認願います。
記
1 当初助成金額　　金　　　　　　　　　　　　　円
2 当初事業名

3 （変更・中止）の内容
4　（変更・中止）の理由
5　連絡先、担当者
※（変更・中止）のいずれかを○で囲んで下さい。
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